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伯耆町学校教育検討会（第二回）の概要伯耆町学校教育検討会（第二回）の概要
～将来を見据えて伯耆町の学校教育を考える～
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　学校教育関係者や保護者、地域の方々１０名

からなる伯耆町学校教育検討会は、４月２１日、

第２回目の検討会を溝口公民館で開催しました。

　伯耆町学校教育検討会は、伯耆町における今

後の学校教育の体制やあり方、学校の姿など、

児童生徒数が減少するなかでの教育充実方策等

について検討する伯耆町教育委員会の諮問機関

です。

　今回の検討会では、前回の検討会を受けて、

さらに議論を重ねました。

　検討会のアドバイザーである矢部敏昭さんは、

小中学校の一クラスの適正人数は２０人以上と

前置きした上で、少人数の複式学級であっても

教育効果の高い取組をしている学校の例を紹介

されました。児童生徒数の減少が現実となって

いる伯耆町においても、複式学級の増加を想定

した教育充実方策の検討を進めていかなければ

ならないことを提言されました。

　各委員からは、「児童生徒数の減少、複式学

級の増加は、避けられない状況だ。学校教育の

中身を見直したぐらいでは、町外からの転入、

児童生徒数の増加にはつながらない。」「地域

から学校がなくなるということは、地域の核が

なくなるということだ。」「学校と地域の活性

化には密接なつながりがあり、町づくりの方針

もあるかと思うが、教育と地域の活性化はあえ

て切り離して考えるべきだ。」「部活動のある

中学校と、部活動がない小学校では必ずしも同

じではない。小学校の統廃合は必要ないと考え

るが、中学校はある程度の人数が必要だと思

う。」「合併効果をより鮮明にするには、旧町

の垣根を越えた地域とのつながりが大切だ。伯

耆町の子どもと言うためには、今の地域、校区

を広げた広い地域設定、大きく言えば中学校の

統合も大きな意義があると思う。」など、学校

統合にも及ぶ活発な意見が交わされました。

　また、町民から幅広く意見を聞くための情報

提供の仕方やアンケート調査の実施、ＰＴＡ・

地域の人との意見交換の方法について検討しま

した。

　今後は、会議を月１回のペースで開催し、秋

には具体的な方針が提言できるようにしたい旨、

会長から提案があり、了承されました。

問合せ先

　伯耆町学校教育検討会事務局

　伯耆町教育委員会事務局内　☎6 2 - 0 9 2 7
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５
月
９
日
、
八
郷
小
学
校
の
３
年
生
と
５
年

生
の
児
童
23
名
が
、
清
山
集
落
の
水
田
で
手
植

え
に
よ
る
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
学
習
は
、
農
業
を
通
し
て
八
郷
小

学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
深
め
よ
う
と
、

清
山
集
落
の
住
民
の
呼
び
か
け
に
よ
り
始
ま
っ

た
も
の
で
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
素
足
で
水
田
に
入
り
集
落

の
人
た
ち
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
も
ち
米
の
苗

を
植
え
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、
土

に
足
を
と
ら
れ
て
大
騒
ぎ
で
し
た
が
、
田
植
え

を
し
て
い
く
う
ち
に
集
落
の
人
た
ち
が
驚
く
ほ

ど
上
手
に
植
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
田
植
え
の
あ
と
は
、
地
元
で
と
れ
た
食
材
に

よ
る
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
が
集
落
の
女
性
会
に
よ

り
、
ふ
る
ま
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
美
味
し
い

食
事
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
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４
月
か
ら
新
た
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
伯

耆
町
関
西
事
務
所
に
赴
任
し
ま
し
た
所
長

の
岡
田
で
す
。

　
関
西
方
面
を
中
心
に
、
伯
耆
町
の
窓
口

と
し
て
、
ま
た
伯
耆
町
の
情
報
発
信
の
基

地
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
み
な
さ
ん
大
阪
へ
来
ら
れ
た
際
に

は
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
事
務
所
は
大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
の
22
階

に
あ
り
ま
す
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
ビ
ル

に
は
中
層
用
と
高
層
用
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
あ
り
ま
す
の
で
、
高
層
用
に
乗
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。
間
違
っ
て
中
層
用
に
乗
る
と

事
務
所
に
行
く
た
め
に
は
、
一
度
乗
り
換

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
降
り
て
い
た
だ
く
と
、

デ
ン
と
﹁
鳥
取
県
関
西
本
部
﹂
の
看
板
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
訪
れ
て
く
だ

さ
い
。
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誇
れ
る
ふ
る
さ
と
の
創
造
を
目
指
し
て

地
域
産
業
活
性
化
に
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る
地

域
の
再
生

地
域
の
産
業
を
元
気
に
す
る
こ
と

で
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
活
力
と

元
気
に
あ
ふ
れ
る
人
の
集
ま
る
町

を
目
指
し
ま
す
。

　
伯
耆
町
は
、
年
々
人
口
が
減
少

し
、
そ
れ
に
伴
い
農
業
、
商
工
業
、

観
光
な
ど
の
各
分
野
も
衰
退
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
農
業
、
商
工

業
、
観
光
、
行
政
な
ど
町
の
産
業

振
興
関
係
者
に
よ
り
幅
広
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
で
、

産
業
従
事
者
が
相
互
に
連
携
し
、

情
報
や
技
術
の
共
有
を
総
合
的
に

行
い
、
販
路
の
拡
大
や
伯
耆
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り
な
ど
産
業
振
興
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
の

Ｐ
Ｒ
︵
伯
耆
ブ
ラ
ン
ド
︶
と
な
る

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
改
良
、

市
場
開
拓
な
ど
販
路
拡
大
の
た
め

の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
支
援
を

行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
鳥

取
県
関
西
本
部
事
務
所
内
︵
大
阪

府
︶
に
開
設
し
た
伯
耆
町
関
西
事

務
所
や
、
鳥
取
県
が
東
京
に
出
展

を
計
画
し
て
い
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
で
伯
耆
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
と
も
に
、
企
業
誘
致
、
観
光
お

よ
び
定
住
な
ど
の
窓
口
と
し
て
活

動
を
行
い
ま
す
。
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パ
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と
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る
町
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く
り

　
地
域
問
題
解
決
の
た
め
に
住
民

と
行
政
が
協
働
・
連
携
し
、
住
民

が
主
役
の
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
　

　
そ
の
た
め
に
、
自
治
会
相
互
の

連
携
や
住
民
自
治
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
に
、
新
規
に
伯
耆
町
区

長
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
事
業
と
し
て
、
ほ
う

き
ま
ち
づ
く
り
塾
の
開
催
や
今
後

の
集
落
の
活
性
化
計
画
を
策
定
す

る
集
落
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
日
光
・
二
部

地
区
に
地
域
担
当
職
員
を
配
置
し
、

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

５月12日・13日、産業ネットワーク組織の設立
に向けて説明会を実施。町内の商工農業従事者や
住民団体代表などが集まりました

４月23日、区長協議会設立総会を開催


